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ご 挨 拶

ｉ罘 ,17回 璋 馬 大丿帆 ll 。 こ 抜 き 眺觀 大食 .1=よ う こ そ い ら -ＩＬ・･い ま Ljた ．

今 -で も鱆 馬 区 と 富 え L｢堆 馬 瓦根 で す が ．長 (て 真 ん中 が 太 い の で ．引 き 抜 (の に 栢 当 の 力

が 必 要 で す ｡・様 口 ｊ．ｔｌｌの 労 莟ａ一 端 を鉢 慮 して・ltｈぱ 幸 い でｔ収 幾 ＬＡ啼 馬 大

根 j:1.１｣朖 に お 持 ら 帰 り 躪 り 16･.区 立 小 中 学 校 の 絵 貪 1:便 用 い たｔ llt。

練 馬 誡 は ．大 郷 弔 柬１･ｎ郤 心 吸 い こ１地 ｔな が ４．市 民 生 活 こ 融 合 t.た 生 きた 農 案 が 営 X

jlて い ま す．鄒 申 裏 業 4j ， 鄒 夲生 活 に 新 た な 言 6･さ を tjた ら ･･･ ｔ ｎで あ ll ， 姫馬 Ciの 跨 llで

す 。先 月 ig EIに は |全 1g鄒 iμ曩 業 ７ｊｇｆｆパ 叭 を 閘 離 Ｌま 1/;，全 鞅|&ぺ ２･1の 鄒 夲 が

夸.加 し 大 成 功 1･･ltぬ る こ こ 6咄 來 １し 酊 引 さ続 き．７ ･．ｘ ｉ一 尸 ｉル で 培 -･た 夲 ，ト ワ ー･

ク を 活 6･廴 ，辣 轟 区 ljも ら ろ ん .ll本 の 邨 夲 ＆業 の を 晨 に 幣 げ て ぃ き よ ･1≒

本.嵋 の 会･場 と な る |禹 払 み ら い の は た 111 1j. 今 年 ３月 の 絹 aj以 降 ，啼 馬 大 根 を jiじ ぬ ，

峰 々な 農 産 拘 の 政 培 ・収 穫 の jfペ ン l･を 巉【,て ．邨 夲 乳 業 の 魅 力 を 区 民 がlJI樣 に 脣 fi･ 1 て！

ま し 虹 今 促 も ，．ＩＡ乱 求 jlお L!'ダlg･碌 の ご 協 力 を 頂 き jSjゲ ら ，こ の 奮 か な lj)珮 罍 を弌 世

代 s=引 き眼 い で い き .たい 匕考 え て ぃ １す ｡

氣 後 に ，本 ｑぬ SI維 !;耆 た り ，尽 )００本 の 練 馬 大 根 iり１成 に Ji力 添 え を liい た ＪＡ彖 京 あ

お ぱ ･ｎ皆 様 を ･;1ｕめ ，裏 掌 耆 の 皆 猿 ．肯 品 １ご 緘 供 矚ヽ･た 皆 様 ．ご 協 ヵ 躊 きｌｌｘ=皆 様 c:心

か ら li謝 を 申 し 上 lﾀﾞ，ご 孩 拶 こ い た 廴 £･4≒

大 会 役 員

大会 会長 前川　 燿男 練馬区長

大会副会長 久 保　 秀 一 ＪＡ東 奈あ おば　 代 表理事 組介 艮

大会委鼠 生方　 宏昌 練馬 区　 都市 農業 担 当部長

λ一会 委 員 挧順　 和彦 ＪＡ束 糸 あ おぱ　 代表 理 唯副 組 合μ

大 会 会･長　 練 馬 区 俔

前　 川　 燿　 男 大 会 日 程
８：４５ 受　付
９：３０ 開会式

大会会長・大 金副会長挨拶

来賓祝辞・紹 介

デモンストレ ーション

審判長ルール 説明

準備体操

鬨会式終了

１０：１０ 競技開始

選手権の部（予 選）

グルーブ参加の部

選手権の部（決 勝戦）

１ １　：４５ 競技終了（大 根‐齊 引 つこ 抜き）

１ １　：５５ 閉会式（表 彰式は行いません）

閉 会挨拶

鰍 馬 大 限 91，こ 抜 き 眺 技 大 会･闥 儔 に 嘩 廴 ，沢 山 の 喙 様 1こ参 加 し て ぃ た だ き ，Ｊ八 柬 京 あ お

ば を 戉 ＆し て 感 謝 申 し 上 げ １す 。１た ，選 手 のｔ碌 を４;4･ i;，戡 甦 い た Ｌｌｔ

１２月 g･･凰 物 持 と Ｌて lg民 11畩 ･碌 に 定 4 1. て き /二 :練 馬 大 根 引 う こ 抜 き鏡 找 大 さ ｣も 今 回

で 17凹 目 と な り ＩＬた ｡

彖 ｑ皆 様 に 眦 い て い た だ (堆 馬 大 根 14 . Sj.j)ヽ中 学 校 の 給 食 に提 供 j!せ て ぃ た た き ま !|‘.，

･‘ｊ-＝1－41 7禄 馬 大 根 ;ζ･･;ゲ テ ・--｣が 多 {提 供 さ jh毎 年 子 供 遣 に !.ま大‘覧好 評 な ･‘二 ・ ･一 と

聞 い て お り ま す ．

ぶ た こ の 大 会 に -lき ま し て EI ， 禄馬 区 と 湯 力 し 閘 俵 ｔて お り １;ｔ．今 年 ３月 に 醐 鬮 し た ，

高松 みら いｒ･は たけ ．で 大 会･が 閇 恨 で !･る こと Sf大ｔう jlし｛思 。て ぃ £ｔＭ俵 に 大を 副会 長

JA東 京あ おぱ

叭.表.理事組 合 長

久．保 秀 一

－－

惷 Ｌ．ご 鴎 寿 い た だ きｌｔた 練 馬 区 職 員 の 腎 様 に 111湖 申 Ｌ上 げ ｌす ．

さ て ，わ /111./;=ち JA東 京１お ぽ ･1，邨 市 農 業 に つ ぃ て ，｜地 亀地 消 の 促 ４:／年 々厚 ｔl

北 す る !x－17ff夕 冫 ド 現 象抑 制 ｒ･た め 生 息 歸 地 ･yl球 掎 とき 跿 ;言 将 孝,の 予 供 た ち ･ａた め l;

彙 裏 敕 肓 の 場 と 廴 て 農 地 を 次 世 代 に 残 す Xﾕめ j，な ど 年 市 に お 11る ｌ訛 の 大 切 冫 S,発 諄 す る

活 動 い ･た 廴 て お り ま す，

ＪＡ象 家 あ お ば は ，役 職 ll一 丸 ･二!,･，1:練 馬 区 の 峰 ・都 申 農 業 を 亨 り .jl一 1＆･ｎ活 性 仗ぷ ｔ

献 Ｌて １い り ｉす ｡夲 ６ご ９刊 の 瞥･樣 ･癶ご 隲 力ｌ!ｙl二 ご雇 器 を 今 後 と も よ ろ し く 1;貧 ･ヽ･い j゛:

L l l-，

こ ･ｎ後 ．竸 筱 大 分 が 哨 暈 き お ま す が ，擘 ｣咬陪 食 の 食 材 と な りｌｈｎで 厂 】･寧な 馭 り れ ヽ･を

li戚 丶･丶･た Ｃ．１寸 ，逕 ｔjり 皆球 に ll、釿 £齟 を ぞ|指 し 1: ｆ ,-1,冫 ノ し て い /り･:Iき ダ:い y!思 い

ま ･i。以 .上.を お酳 い 申 し 亠 げ ま Ｌｉ．あ い きり と さ せ て ぃ た /:･き ま ｢

１

嵶 本大会の入哨懼の発表は、12月 ４日 （月 ）以 降鰻馬区および JA東 京而∂Sぱの

ホ ームペ ージで 発霖いたしま歹。

▼JA東 京 恥お ば ホ ーム ペ ー,ジ

羅

▼練 馬 区ホ ーム ペ ージ

り

ー



つこ対 競技大会ｸﾗｽ脯 ﾚール大 根9も
練 ｢
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T
Ｉ ご 存 知 １　畝 扁 大 根

鶇禹 大 根は 、億 川 五.代将軍 綢 吉 が 、下 練 馬 村の 農家 に 大 根の 生産 を 命 じ たの が 始 まり と

さ れ、関 東ロ ーム 層 に堆 執し た、ク ロボ クと 言 わ れる 粒子の 細か い 火山 灰土 と品 賞 がマ ッチ

し て、良 質 の 大根 が 生 産 され ま し た。そ の 後 も筱 瑪の 地 を 中 心に 栽 培 きれ、改 良 を 重 ね て

漬 物用に 、煮 物用 に と消 費･されて きま した 。

し かし．干 ぱ つや モザ イ ク病の 発生 な どによ り 大 根の 生産 が 減 少し、戦 後は 代わ って キ ャ

ベ ツ生産 が 増加し ま した 。

そ れ でも 、篤 農家 が練 馬 大根の 種 を守 り続 け、平 成 元年か ら始 ま った 練馬 大 根.胄成 事業 に

より、練 馬 大根は 復 活 を果 た し まし た 。

今年も 大 会で 引 つこ抜 か れる 約 4.800本 のう ち約 4j00本 の 練 馬 大根は 、地 産 地消 推 進の

ため 大会 の翌 日 以降 、区 立全小 中 学校 (98校 )の 全児 童生 徒 (約 ４万 ６千 人 )の 給 食 食 材と し て

使 われ 、子 ど もた ちが味 わ い ま す。皆 さ んの 熱 い思 い は、き っ と子 ども た ちに 伝わ るこ と で

し よう。

●愚 手 権 の 劼 （男 性 の 部 ・女 性 の 劼 ）

① 扱く 際 、軍 手 以 外 の 使 用 は 撫 め な い 。（イ ボ 拑き 、ゴ ム 手 袋 は 失 椙と な り まｌ）

② 1人 で 笵ｌ聆 闥 =りこ 廠い こ い 1黯 」を 竸 ５．

旡 格 ：２豕 捐 っこ１ａ・故 意 に 折 っ た 懦 帛 。〔富 ￥7の 黠 飴 に よ る 、

③ 選手 は 観 技 開 始 地 点 の 大 根 が ら 驍 丗 に 抜 く こ と と ず る が 、全 く 抜 け な く て 訳 に 進 む こ

と が で き な い と 判 断 し た 場８に は 、瞥 判 に 確 認 し て パ ス（現 在 の 大 根 を 飛 ば し て 次 の 大

根 に チ ャレ ン ジ す る こ と ）を 認 め る ち の と す る 。た だ し 、ハ ス :･11幽 ま で を 有 効 と し ．

２回 以 上 パ スし 尽 還ａは 失 格と 丁 る バ ハ ス 召 １回 し て 、１本 訴 回厄 塲ｓも 失 椙と す る ）

④ 略 判 の 指 示 に 従 う 。

＆予 選 上 位５位 で 決 勝 戦 を 行 う 。

即 決 勝 戦 進出 ラ イ ン で 抜 い た 大 椄 の 本 数 が 同 報 の 場 合 は 、ａ人 １０ど J;で y｡.’I!l;1;と!.、

1け 號 ;.1廁 :隘 ﾓ;lj抽 選 を 行 い 、次 戰 へ の 挑 戦 苔 を 決 定 す る 。

⑦ 霞 鰐 順 位 は 決 勝 戦 で の 成 鎖 によ る 。（但し 、抜 い た 大 根 の 本 散 が 同 数 の 場 合 は 、対 象 き に

１０秒 以 内 に １本 謇 つ 扱 い て も ら い 、よ り 長い 大 根 を 抜 い た 者 を 勝 者 と する 。）

＠嶇 齏 は 男 性 の 部・女 性 の 部 そ れ ぞ れ に お い て 、決 勝 戦 で 萌 も 成 鑛 の 傴 秀 な:選 手 に 与 戈る 。

⑨ 選 手 の 任 恵 に よ り 、「記覦 の 部 」に エン ト リ ーす る こ と が 出 来る 。　（記 緑 の 部　 参 照 ）

１
Ｉ

大 根 を 抜 くポ イント

① 大 根 を垂 直 に 抜くた め 、なる べく大 根 に近 づきましょう

② 根 の 向き を確 かめ 、無 瓏なく抜け る方 向を決 め ましよう

③ 菓 は すぱ やく束 ね 、小脇に 挟 み ましよう

④ 手 で 引き 抜くの では なく．ひざ の 屈 伸で 抜くイメージ で す

⑤ ゆっくりと、抜き蒻 わるま で 折らないよう注 意しましょう

●グ ル ープ 参 加 の 部　　 ～１５商 （中 学生）以 下 の方と 保護者 （５８以 内 ）～

①抜く 際、軍 ･ji以 外の 使用 は 認めな い ．（イ ポ付き．ゴ ム手袋は 失格となり ま す）

② ゛tグル ープ で 萢定 時 卸同 に 櫛い た中 で 襴も 長い 大 根の「長 さ亅 荅悶う、

※た だし 、拓 定 河 闘内 で 蜀 つても 10本 碩き 鮗 わっ たグ ル ープ は 鮗 了 と:す る．

夾格 ：み だり に 大 根を傷つけ た 邇合・故 意に 呎 つた 場 合．］審 判の 判噺 |こよる ）

③盲 判の 暄示に 従う ．

④記 録が同 数の 擺８は グ ル ープ で １本 ず つ抜い ても ら い、よ り 長 い 大 根を 抜い 茫グ ル ープ

を 瞎６と する ．

⑤チ ー厶 の任 意により 、『配録の 部』にエントリ ーす る こと が 出 来る．（記 録 の部　 参照 ）

薦緲 めざ むで 侭・ご 耆 がが
●記 録 の 部

① 鶇技 鏘了鬯 が 覯猥で 扱い た 大根 の中 で、霞 =ら長い 大根・霞 も菫い 大根・お も し ろい 彫の

大根を １本 ■つ 選び 、毓 う。

② 全て自 己 申 盻 制とし、エ ントリ ーす る 霜８、鶇 技終 了後 計測 所へ大根 を持 参する ．

③ jl啗 卻 二つい て 叭自ｄお 西 で百る。

④審矗 姑 狠は 大会 鮗了 後、翌 日以 降に 練 馬区 およ び JA東 京あ おぱ ホ ーム ペ ージ 上で 発 衷

さ れる．

‐
″
Ｉ

㎜ 皿 ･ ●

'l石 【･.11人 穴 成 蛄 ・ 似
り .Ix

r’～’・ i･

●迦 手権の部　 男 性 の 部　　 １位　　　　 搴

女 性 の 部　　 １位　　　 ・搴

●グ ル ーブ 参 加 の 部　　 １位　 ｌ　・ｃｍ

●記 録の 部　　　　 霞 も 萇 い 大 根　 卜　・ｃｍ

２位

２位

２位

本　　　 ３位

り 本　　　 ２位

：ｉｃｍ　　２恤

顧 石 ●い 大 根

本

軍

Ｉ
－

＝ｃｍ

ｉｋｇ豪未 来を担 う 子ど も 達の 為に、丹 爾こめ て 作 っ た練 馬 大根 で す．

子ど も 達 が６待 ち にし てい る学 校 給食で 使 用 する野 菜で す ので 、大切に 扱ってく ださ い。 ．．｡。應覗刋し 四 匹 二21戀 鯉 .J11邑ｇ豊 laJ§ｘI･.･隘。，
” ` 一 “ ＝

３
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